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障
害
者
な
ど
の
た
め
の
軽
自
動

車
税
の
減
免

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
軽
自
動

車
税
を
１
台
に
限
り
全
額
免
除
し
ま

す
。
た
だ
し
、
す
で
に
普
通
自
動
車
税

（
県
税
）
の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

は
除
き
ま
す
。

①
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
な
ど

②
18
歳
未
満
で
身
体
に
障
害
が
あ
る
人

と
生
計
を
共
に
す
る
人
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
な
ど

③
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
と
生
計
を
共

に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

④
単
身
で
生
活
す
る
戦
傷
病
者
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
な
ど

※
①
〜
③
は
本
人
ま
た
は
、
本
人
と
生

計
を
共
に
す
る
人
が
運
転
す
る
場

合
、
④
は
戦
傷
病
者
を
常
時
介
護
す

る
人
が
運
転
す
る
場
合
で
す
。

※
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減
免
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
昨
年
ま
で
に
申
請
し
、
引
き
続
き
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
有
者
・
車
体
に
変
更
が

あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
変
更
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間

５
月
７
日
（
月
）
〜
18

日(

金)

▼
必
要
書
類

①
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
と
障
害
年
金
受
給
証
書
、
年
金

証
書
の
い
ず
れ
か

②
運
転
免
許
証

③
平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
兼
納
付
書

④
印
鑑

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市

民
税
係
（
内
線
１
２
４
）

平
成
19
・
20
年
度
小
郡
市
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

▼
対
象

市
内
市
外
建
設
業
者
お
よ
び

同
付
帯
業
務
事
業
者
（
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
）

▼
受
付
期
間

６
月
１
日
（
金
）
〜
29

日
（
金
）
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
を
除
く
）

▼
提
出
書
類

申
請
要
領
を
参
照

▼
提
出
方
法

窓
口
持
参（
郵
便
不
可
）

※
申
請
要
領
は
、
５
月
７
日
（
月
）
よ

り
総
務
課
契
約
監
理
係
で
配
布
し
ま

す
。

（
小
郡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
ま
た
、
申
請
要
領

に
つ
い
て
は
郵
便
請
求
可
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
契

約
監
理
係
（
内
線
２
４
３
）

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。
注

射
を
す
る
際
に
は
、
犬
を
抑
止
で
き
る

飼
い
主
の
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

５
月
８
日
（
火
）
／
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場

東
町
公
園
（
市
役
所
横
）

▼
費
用

登
録
済
み
の
犬
３
、
０
５
０
円
（
注

射
料
の
み
）

未
登
録
の
犬
６
、
０
５
０
円
（
登
録

料
＋
注
射
料
）

《
予
防
注
射
を
受
け
る
時
の
注
意
事
項
》

・
注
射
通
知
は
が
き
（
登
録
犬
の
み
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
で
す

が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
の
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
生
活
環
境
課
へ
届
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼
い
犬
が
死

亡
し
た
と
き
も
、
鑑
札
を
持
参
し
て

届
け
て
く
だ
さ
い
。

※
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
開
業
医
で
も

随
時
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
環
境

係
（
内
線
１
５
２
）

特
設
人
権
相
談
開
設

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
の
日
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
、
人
権
問

題
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

６
月
１
日
（
金
）
／
午
後
１

時
〜
５
時

▼
会
場

人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
旧
健
康
セ
ン
タ
ー
）

▼
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

人
権
・
同
和
対
策

課
（
内
線
４
３
２
）

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
る

人
権
相
談
の
６
月
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
員
制
度
広
報
用
映
画
「
裁

判
員
」
上
映
会

▼
日
時

５
月
23
日
（
水
）
／
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

福
岡
地
方
裁
判
所
久
留
米
支

部
▼
内
容

村
上
弘
明
さ
ん
主
演
の
映
画

「
裁
判
員
」
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
員

制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
資
格

制
限
等
な
し

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

40
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
申
込

▼
申
込
開
始
日

５
月
７
日
（
月
）

▼
受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
方

裁
判
所
久
留
米
支
部
庶
務
課
1

３

２
・
５
３
８
７

戦
没
者
追
悼
式

平
成
19
年
度
小
郡
市
戦
没
者
追
悼
式

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

参
列
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

５
月
16
日
（
水
）
／
午
前
10
時

30
分

▼
会
場

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
生
活
福
祉
係

（
内
線
４
４
３
）

平
成
19
年
度
第
２
回
福
岡
県
営

住
宅
入
居
者
募
集

▼
案
内
書
配
布
期
間
・
申
込
受
付
期
間

６
月
１
日
（
金
）
〜
11
日
（
月
）

▼
申
込
配
布
場
所

都
市
計
画
課
建
築

指
導
係
（
内
線
３
５
４
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
1

０
９
２
・
７
１
３
・
１
６
８
３

Living Information

市役所☎72-2111
●5月カレンダー●

くらしの情報 

日 

4/29 

6 

13 

20 

27

土 

5 

12 

19 

26 

2

月 

30 

7 

14 

21 

28

火 

1 

8 

15 

22 

29

水 

2 

9 

16 

23 

30

木 

3 

10 

17 

24 

31

金 

4 

11 

18 

25 

1

交
通
事
故
相
談
日
程
変
更
の
お

知
ら
せ

広
報
お
ご
お
り「
お
知
ら
せ
版
」（
４
月

15
日
発
行
）
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
、
交
通
事
故
相
談
（
10
ペ
ー
ジ
、
16
ペ

ー
ジ
）
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

〔
変
更
前
〕
交
通
事
故
相
談
　
５
月
８

日
（
火
）
／
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

〔
変
更
後
〕
交
通
事
故
相
談
　
５
月
11

日
（
金
）
／
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

※
５
月
１
日
（
火
）、
15
日
（
火
）、
22
日

（
火
）、
29
日
（
火
）
の
相
談
日
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
　
　
集 

募
　
　
集 
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九
州
情
報
大
学
公
開
講
座

★
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
人
を
対

象
に
、
電
源
の
入
れ
方
・
マ
ウ
ス
や
キ

ー
ボ
ー
ド
の
操
作
、
フ
ァ
イ
ル
・
フ
ォ

ル
ダ
等
の
基
本
的
操
作
を
学
習
し
ま

す
。
最
後
に
遊
び
感
覚
の
タ
イ
ピ
ン
グ

練
習
を
し
ま
す
。

★
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
に
何
度
か
触
れ
た
こ
と
の

あ
る
初
心
者
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
閲
覧
・
検
索
や
、
電
子
メ
ー
ル
の

送
受
信
の
仕
方
等
を
学
習
し
ま
す(

パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
人
は
右

の
「
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
」
を
受
講

し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い)

。

▼
講
師

九
州
情
報
大
学
ス
タ
ッ
フ

▼
受
講
料

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
受
講
し

た
い
講
座
名
、
会
場
名
、
住
所
、
名

前
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
各
締

切
日
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
く
だ
さ

い
。
な
お
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

九
州
情
報

大
学
学
術
研
究
所
1
０
９
２
・
９
２

８
・
４
０
０
０
（
〒
８
１
８-

０
１
１

７
太
宰
府
市
宰
府
６
‐
３
‐
１
）

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
受
講
生
募
集

「
要
約
筆
記
」
と
は
、
高
齢
に
な
り

難
聴
に
な
っ
た
方
や
聴
覚
障
害
を
お
持

ち
の
方
に
、
文
字
で
伝
え
る
同
時
通
訳

で
す
。

こ
の
講
座
は
、
独
立
行
政
法
人
福
祉

医
療
機
構
か
ら
助
成
を
い
た
だ
き
実
施

す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時

５
月
21
日
〜
７
月
９
日
の
間

の
毎
週
月
曜
日
計
８
回
／
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
会
場

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
て
ら
す
」
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
室

▼
対
象
者

修
了
後
小
郡
要
約
筆
記
の

会
「
た
な
ば
た
」
に
入
会
し
て
、
要

約
筆
記
の
活
動
が
で
き
る
人
。
ま
た
、

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人
。

※
性
別
、
年
齢
不
問
。
市
外
在
住
の
人

で
も
受
講
可
。

※
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
学
ぶ
講
座
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
参
加
費
　
１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
・
資
料
代
と
し
て
）

▼
定
員

20
人

▼
申
込
締
切
日

５
月
14
日
（
月
）

▼
主
催

小
郡
要
約
筆
記
の
会
「
た
な

ば
た
」

▼
後
援

小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

小
郡
市
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
1
兼
フ
ァ
ク
ス
７
３
・
１

１
３
１

サ
マ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｃ
級
・

初
心
者
級
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
参

加
者
募
集

▼
日
時

６
月
17
日
（
日
）
／
午
前
８

時
（
受
付
）、
午
前
８
時
30
分
（
開

会
）

▼
会
場

市
体
育
館

▼
種
目

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ
級
・
初
心

者
級
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ
級
・
初
心

者
級
、
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
小
学

生
お
よ
び
中
学
１
年
生
ま
で
男
女
は

分
け
な
い
）

※
た
だ
し
、
こ
の
大
会
出
場
者
は
７
月

15
日
開
催
予
定
の
サ
マ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
Ａ
級
Ｂ
級
大
会
に
は
出
場
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
資
格

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者

（
オ
ー
プ
ン
）

▼
参
加
料

１
人
１
、
２
０
０
円
（
ジ

ュ
ニ
ア
は
６
０
０
円
）

▼
定
員

75
組

▼
申
込
受
付
期
間

５
月
14
日
（
月
）

〜
６
月
４
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

▼
申
込
方
法

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

小
郡
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
担
当
吉
光
1
０
９

０
・
３
９
８
６
・
７
８
０
７
、
フ
ァ

ク
ス
７
２
・
０
５
７
０
（
小
郡
市
寺

福
童
９
４
１-

４
）

５
月
天
体
観
望
会

「
春
の
星
座
め
ぐ
り
」

▼
日
時

５
月
19
日(

土)

／
午
後
８
時
〜
９

時
30
分
（
受
付
）

※
天
体
観
望
会
は
毎
月
第
３
土
曜
日

▼
会
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
天
体
ド
ー

ム
※
星
が
見
え
な
い
天
候
で
も
、
ビ
デ
オ
上

映
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
太
陽
観
望
会
」

▼
日
時

５
月
６
日
（
日
）
／
午
前
10
時

30
分
〜
正
午

▼
会
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
天
体
ド
ー

ム
※
雲
、
雨
天
の
場
合
は
中
止

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
係
（
内
線
５
２
２
）

サ
ガ
ン
鳥
栖
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ

無
料
招
待

Ｊ
２
サ
ガ
ン
鳥
栖
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に

筑
後
地
域
の
皆
さ
ん
を
無
料
招
待
し
ま

す
。
ご
希
望
の
人
は
住
所
が
分
か
る
も

の
を
ご
持
参
の
上
、
左
記
の
場
所
に
て

招
待
券
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
招
待
日
時

５
月
23
日
（
水
）
／
午

後
７
時
〜
（
ｖ
ｓ
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
）

６
月
10
日
（
日
）
／
午
後
１
時
〜

（
ｖ
ｓ
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
）

▼
受
付
場
所

小
郡
市
体
育
館
窓
口

（
内
線
５
２
４
）

▼
受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

佐
賀
県
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
振
興
協
議
会
1
８
１
・
５
２
９

０

看
護
の
日
の
つ
ど
い

〜
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
〜

▼
日
時

５
月
12
日
（
土
）
／
正
午
〜

▼
会
場

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
（
県
看

護
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
）
福
岡
市
東

区
馬
出
４-

10-

１

▼
内
容

看
護
職
員
知
事
表
彰
、
ふ
れ

あ
い
看
護
体
験
発
表
、
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
、
講
演
「
よ
く
生
き
、
よ
く
笑

い
、
よ
き
死
と
出
会
う
」
講
師
ア
ル

フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
博
士
（
上
智

大
学
名
誉
教
授
）

※
健
康
相
談
、
体
脂
肪
測
定
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

体
験
等
の
コ
ー
ナ
ー
や
看
護
師
に
な

る
た
め
の
進
路
相
談
も
行
い
ま
す
。

▼
定
員

５
０
０
人

▼
参
加
料

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
指
導
課
1

０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
６

小
郡
あ
そ
び
の
日
２
０
０
７

好
き
な
遊
び
や
新
し
い
ゲ
ー
ム
を
み

ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
お
友
達
や

家
族
連
れ
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
上

履
き
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

５
月
６
日
（
日
）
／
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

▼
会
場

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
て
ら
す
」
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
定
員

50
人
（
受
付
順
）

▼
参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
代
等
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

小
郡
あ
そ
び
の
日

２
０
０
７
実
行
委
員
会
（
代
表
平
田
）

1
７
３
・
１
８
７
６

イ
ベ
ン
ト 

イ
ベ
ン
ト 

九
州
情
報
大
学

太
宰
府
キ
ャ

ン
パ
ス

小
郡
キ
ャ
ン

パ
ス

５
月
24
日

(

木
︶

午
後
１
時
〜
４
時

中
高
年
者
20
人

５
月
10
日

(

木)

会
場
名

日
　
程

時
　
間

対
象
者

締
切
日

(

必
着)

５
月
17
日

(

木) ５
月
31
日

(

木)

九
州
情
報
大
学

太
宰
府
キ
ャ

ン
パ
ス

小
郡
キ
ャ
ン

パ
ス

６
月
７
日

(

木
︶

午
後
１
時
〜
４
時

中
高
年
者
20
人

５
月
24
日

(

木)

会
場
名

日
　
程

時
　
間

対
象
者

締
切
日

(

必
着)

５
月
31
日

(

木) ６
月
14
日

(

木)

お
詫
び
と
訂
正

広
報
お
ご
お
り
４
月
号
（
４
月
１
日
発
行
）
21
ペ
ー
ジ
の
「
小
郡
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
一
覧
表
」
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
㈲
西
日
本
住
設
　
筑
紫
野
市
上
古
賀
　
０
９
２
・
９
２
１
・
６
１
３
７
　→

（
正
）
㈲
西
日
本
住
設
　
筑
紫
野
市
上
古
賀
　
０
９
２
・
９
２
１
・
６
１
３
６



― 18 ―

伊
藤
多
喜
雄
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
唄
さ
が
し
の
旅
」
in
小
郡

▼
日
時

５
月
11
日
（
金
）
／
午
後
６
時

30
分
（
開
場
６
時
）

▼
会
場

文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
料
金
（
全
席
自
由
）

２
、
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
２
、
０
０
０
円
、
当
日
は

ど
ち
ら
も
５
０
０
円
増

▼
問
い
合
わ
せ
先

「
唄
さ
が
し
の
旅
」

in
小
郡
実
行
委
員
会
　
荒
川
1

０
９

０
・
１
１
９
５
・
８
８
４
３

第
12
回
手
品
発
表
会

手
品
（
マ
ジ
ッ
ク
）
の
他
に
も
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
舞
踊
、
腹
話
術
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

５
月
13
日
（
日
）
／
午
後
１

時
30
分
〜

▼
会
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
七
夕
ホ

ー
ル

▼
入
場
料

無
料

▼
ゲ
ス
ト

チ
ャ
ー
リ
ー
土
井
弘
太

郎
、
長
崎
清
美
、
森
佳
勝
（
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

小
郡
ふ
れ
あ
い
仲

間
の
会
池
田
1
７
２
・
５
１
４
５

県
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン

プ進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

▽
対
象
者

県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮
症

児
お
よ
び
保
護
者

▽
期
日

７
月
28
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

▽
会
場

国
民
宿
舎
「
ひ
び
き
」（
宗

像
市
鐘
崎
）

▽
募
集
人
員

30
人

海
の
キ
ャ
ン
プ

▽
対
象
者

県
内
の
小
学
３
年
生
〜
中

学
３
年
生
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

▽
期
日

８
月
８
日
（
水
）
〜
11
日

（
土
）

▽
会
場

県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海

の
家
」（
宗
像
市
神
湊
）

▽
募
集
人
員

50
人

山
の
キ
ャ
ン
プ

▽
対
象
者

県
内
の
小
学
３
年
生
〜
中

学
３
年
生
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

▽
期
日

８
月
25
日
（
土
）
〜
27
日
（
月
）

▽
会
場

や
す
ら
ぎ
荘
（
筑
前
町
）

▽
募
集
人
員

30
人

▼
申
込
期
間

５
月
２
日
（
水
）
〜
18
日

（
金
）

▼
参
加
決
定
方
法

参
加
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
専
門
医
師
に
よ
る
書
類
審
査

の
結
果
の
後
、
抽
選
に
よ
り
決
定

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
肢
体
不
自
由
児
協

会
（
県
障
害
者
福
祉
課
内
）
1
０
９
２

・
６
４
３
・
３
２
６
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
〜

●
香
典
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

駅
前
・
坂
口
　
穎
敏
（
亡
母
シ
マ
エ
）

下
岩
田
・
柳
　
正
行
（
亡
妻
貞
子
）

三
沢
・
古
賀
　
道
子
（
亡
夫
義
通
）

力
武
・
福
田
　
武
義
（
亡
父
武
生
）

み
く
に
野
団
地
・
柏
　
タ
ツ
子
（
亡

夫
宏
幸
）

三
沢
・
岡
部
　
フ
ク
ヱ
（
亡
夫
九
十

九
）

三
沢
・
中
村
　
シ
マ
ヱ
（
亡
夫
好
雄
）

お
　
　
礼 

お
　
　
礼 

行　　事　　名

障害児親子水泳教室（身体）

障害児親子水泳教室（知的）

身体障害者水泳教室

知的障害者水泳教室（初級コース）

障害児親子体操教室

中高生水泳教室

知的障害者水泳教室（泳力アップ

コース）

知的障害水泳教室

バスケットボール教室（初級コー

ス）

ハンドサイクル教室

車椅子ダンス教室

申込期限

5/18(金）

5/19（土）

5/16（水）

5/16（水）

5/15（火）

7/24（火）

5/25（金）

5/15（火）

5/23（水）

5/15（火）

6/13（水）

対　　象　　者

身体障害児（３歳〜小学６年生）

知的障害児（３歳〜小学４年生）

身体障害者（中学生以上）

知的障害者（小学５年生以上）

知的障害児（小学生）

障害者（中高生）

知的障害者（小学５年生以上）

知的障害児（小・中学生）

知的障害者（中学生以上）

車椅子使用者

車椅子使用者・身体障害者

内　　　　　　容

親が一緒に参加することを原則とし、基礎から段階的

に水泳指導を行う

基礎から段階的に水泳指導を行い継続化を図る

水慣れ・泳力等を判断し基礎から段階的に水泳指導を行う

親が一緒に参加することを原則とし、基礎から段階的

に指導を行い継続化を図る

夏休み期間、在学生を対象とし、基礎から段階的に水泳

指導を行う

25mの泳力を原則とし、泳法および泳力の向上を図る

水慣れ・泳力等を判断し、基礎から段階的に水泳指導を行う

基礎から段階的に指導を行い継続化を図る

常用の車椅子にハンドサイクルを取り付け、ハンドル

を手で回し、自転車のように走ります

基礎から段階的に指導を行い継続化を図る

平成19年度県障害者スポーツ・レクリエーション教室

●会場　クローバープラザ（春日市原町３−１−７）

　　　　「障害児親子体操教室」は筑邦市民センター（久留米市）、「知的障害水泳教室」は県営筑豊緑地屋内プール（飯塚市）

●申込方法　申込書および自己申告の健康チェック票を添付し申込み

●申込・問い合わせ先　県障害者スポーツ協会☎０９２-５８２-５２２３

水の事故防止水の事故防止
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研修期間

団員募集要項

申込・問い合わせ先

団員募集要項

スタッフ募集要項

研 修 地

研修内容

8月19日(日)〜23日(木) 

沖縄県本部町・名護市・恩納村・糸満市・那覇市　など
（往路／鹿児島から船・復路／沖縄から飛行機）

船内研修、自然・文化・体験学習、創作活動、海水浴　など

対象者
小郡市・大刀洗町内在住の小学４〜６年生、中学１〜２年生
で次の条件を満たす人
①船上生活、バス旅行などに適応できる健康な人
②本研修（8月19日〜23日）の他にも次の会議・研修に参　
加できる人
・事前研修…7月15日（日）、29日（日）、8月5日（日）研修と　
して花火大会後のごみ拾い
・保護者説明会…6月下旬予定
・事後研修…9月〜11月の日曜日に2回予定
募集人員　90人程度　
＊ただし、定員を超す場合は抽選にて決定。
費用　小学生…5万8千円程度
　　　中学生…6万6千円程度
募集締切　6月15日（金）

活動内容　
「小郡三井少年の船」の企画・運営。また、研修中は団員（小中
学生）と生活や行動を共にし、リーダーとして指導にあたる。
対象者
①18歳以上の人（高校生不可）
②船上生活、バス旅行などに適応できる健康な人
③青少年の指導に協調性と熱意がある人
④本研修（8月19日〜23日）の他にも次の会議・研修に参加
　できる人
・スタッフ説明会…5月12日（土）
・スタッフ会議…6月初旬から7月まで夜に10回程度
・事前宿泊研修…5月26日（土）〜27日（日）
・事前研修…7月15日（日）、29日（日）
・事後研修…9〜11月の日曜日に2回予定
⑤費用　40,000円
募集締切　5月7日（月）

　参加希望の人は、お気軽に下記までご連絡ください。
第27回小郡三井少年の船実行委員会（☎72‐8137　ファクス72‐5183　〒838‐0122松崎755‐4【(社)みい青年会議所内】）
※電話・窓口は平日の午前10時〜午後4時のみ受付

水の事故防止水の事故防止水の事故防止

・ 遊泳禁止場所では泳がない。

・ 泳ぐ子どもから目を離さない。

・ 泳ぐ人数を確認する（点呼）。

・ お酒を飲んだら泳がない。

・ 睡眠不足や疲れているときは泳がない。

・ 雨あがりの増水している川、溝、沼等には近寄らない。

子どもは深さ１０ｃｍの水でも溺れます。

一般家庭においても「浴室」「洗面所」「台所」「洗濯機」「家庭用ビニールプール」

などに危険要素があるといえます。

浴室には鍵を掛けるか、浴槽の水を抜いておく。

また、洗濯機に水を張ったままにしないでフタをしておく。

子どもの水の事故防止

水の事故を防ぐための注意事項

　これからの季節は、水に接する機会が多くなり、川やプールなどでの事故が予想されます。

　水による事故は、生命にかかわる重大な結果を招くこととなります。

　本格的な水のシーズンを迎える前に、子どもには「水の事故の怖さ」などの注意をし、危険な場所で

の水泳や水遊びなどしないよう再認識させ、水の事故を防ぎましょう。

問い合わせ先

三井消防署

☎72-5101(代)



のびのび広場

4月から、子育て支援センターは新たなスタッフが加わりました。

のびのび教室やオープンルームの会場で皆さんとお会いするのを楽しみにしています。

●問い合わせ先　小郡市子育て支援センター

（☎73-5041）

メールアドレス　ogorisi.kosodate5041@izm.bbiq.jp

ホームページ　http://www1.bbiq.jp/ogori.kosodate/

新年度の活動が、いよいよ始まりました。

今年度も子育て支援センターは、子どもを真ん中に、子育て中の人が楽しく子育てできるように活動

していきます。子育て仲間の輪をひろげましょうね！！

テーマ：『親子であそぼう！』

4月4日(水)に「あすてらす」で、講師の広重深雪さんと一緒に

親子ふれあい遊びやあかちゃん体操を楽しみました。

（講師と一緒に楽しむ親子ふれあいの場です）

バルーンあそび
楽しかったねパネル

シアター

遊びがたくさんあって、子

どもも楽しんでいたので、

よかったです。

おごおり国際交流協会　　 会員募集
Ogori International Association     Come on ! Join us !

　おごおり国際交流協会は、「私たちにできる国際交流」をスローガンに、小郡市における国際文化交流活動

を通じ会員相互の親睦と資質の向上を図り、市民意識の高揚と活気あるまちづくりを目指す民間団体です。

　おごおり国際交流協会の会員になって私たち

にできる身近な国際交流をしませんか？

みなさんの応募をお待ちしています。

おもな活動事業

☆国際交流、国際協力に関する企画および運営
　国際交流、国際セミナー、講演会、派遣事業（児童および青少年交流、スポーツ交流・絵画作品交流）

☆市民および他団体との国際交流活動への参加、協力、支援
　国際交流団体の活動支援（広報、助成金交付等）、ホームステイ受入（アジア太平洋こども会議等）

☆国際理解の推進と人づくり、情報収集、発信
　国際理解教育支援（講師紹介、イベント協力）、語学教室、料理教室

☆外国人とともに暮らす地域づくり
　ホームページ開設（http://oia.npgo.jp/）、会報の発行、在住外国人との交流活動

申込・問い合わせ先　企画課男女共同参画推進係　☎72−2111内線222
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其の6

マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
し
て
ま
す
か

　
「
マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
」
と
は
「
買
い
物

の
際
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
ず
に
、
自
分
の
バ
ッ

グ
を
持
参
す
る
」
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
レ
ジ
袋
は
と
て
も
便
利
で
す
。
つ
い
簡
単
に

も
ら
い
が
ち
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ

て
、
本
当
に
必
要
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

地
球
の
た
め
に

　
環
境
省
の
調
べ
で
は
、
年
間
１
人
２
３
０
枚

も
の
レ
ジ
袋
を
消
費
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま

さ
に
大
量
に
「
使
っ
て
」
「
捨
て
て
」
い
る
の

で
す
。
地
球
の
大
切
な
資

源
か
ら
で
き
て
い
る
レ
ジ

袋
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
製
造
や
廃
棄
の
過
程

か
ら
は
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

実
行
し
よ
う

　
レ
ジ
袋
を
断
っ
た
り
、
無

駄
な
包
装
を
避
け
る
こ
と
を

実
行
す
れ
ば
、
１
世
帯
あ
た

り
、
58
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸

化
炭
素
を
削
減
で
き
た
こ 

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

ス
ギ
の
木
４
本
が
１
年
か
け

て
や
っ
と
吸
収
で
き
る
量
。

小
郡
市
の
２
万
世
帯
が
み
ん

な
で
取
組
め
ば
、
そ
の
効
果
は
大
き
な
森
を
作

っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
！ 

　
さ
っ
そ
く
、
買
い
物
用
の
袋
（
前
に
も
ら
っ

た
レ
ジ
袋
も
使
え
ま
す
）
を
バ
ッ
グ
や
車
に
し

の
ば
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

出
口
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
10
月
に
市
内
の
６
店
舗
に
て
出
口

調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

●
ご
み
減
量
の
た
め
心
が
け
て
い
る
事
は
？ 

　
・
分
別
収
集
に
協
力
す
る
…
…
２
６
・
２
％ 

　
・
過
剰
包
装
を
避
け
る
…
…
…
１
８
・
７
％ 

　
・
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
…
…
…
５
・
６
％ 

　
・
使
い
捨
て
製
品
を
買
わ
な
い
…
５
・
１
％ 

　
・
ト
レ
ー
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
避
け
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
３
・
９
％ 

　
こ
う
し
て
み
る
と
ま
だ
ま
だ
﹁
マ
イ
バ
ッ
グ
﹂

　
を
実
行
し
て
い
る
人
は
少
な
い
こ
と
が
分
か

　
り
ま
す
。

●
も
ら
っ
た
レ
ジ
袋
は
何
に
使
っ
て
い
ま
す
か
？ 

　
・
生
ご
み
入
れ
…
…
…
…
…
…
５
５
・
１
％ 

　
・
ご
み
箱
の
内
袋
…
…
…
…
…
３
２
・
３
％ 

　
・
す
ぐ
捨
て
る
…
…
…
…
…
…
…
４
・
８
％ 

　
・
そ
の
ほ
か
…
…
…
犬
の
フ
ン
入
れ
、
物
の

運
搬
用
、
車
の
ご
み
袋
、
野
菜
入
れ
な
ど 

　
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
レ
ジ
袋
で
な
く
て
も
い

い
も
の
ば
か
り
。
新
聞
紙
や
布
製
の
何
度
も
使

え
る
袋
で
代
用
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
再
利
用

さ
れ
ず
に
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
袋
も
多
い
は
ず

で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
「
使
い
捨
て
」
を
卒
業
し
、

無
駄
の
な
い
、
地
球
に
優
し
い
エ
コ
ラ
イ
フ
を

始
め
ま
し
ょ
う
。 

 

●ごみ減量リサイク

ルアドバイザーが小

郡市のごみやリサイ

クルについてわかり

やすくお話しします。

●申込みは

生 活 環 境 課 ま で

☎72-2111内線152

環
境
︵
エ
コ
ロ
ジ
ー
︶
に
つ
い
て
考
え
る
こ

の
コ
ー
ナ
ー
、
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

も
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。エ
コ
ノ
ミ
ー︵
経

済
的
︶
に
も
繋
が
る
地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら

し
、一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。

サポネットおごおり ☎72-3175

問い合わせ先

 １日目に利用者、ボランティア、スタッフ総勢６５人で幅約３メートル、長さ８メートルの巨大用

紙に「宝島をさがしに行こう」のテーマで絵を描きました。

 大きな船に乗ったドラえもんやピカチュウたちが宝島をめざして航海に出ました。ボランティア

さんたちが海の中の生き物、お菓子の島、お花の島、動物の島などを利用者の想像力を引き出しな

がら一緒に制作しました。作品は、４月２日から２２日までの

３週間あすてらす（小郡市総合保健福祉センター）の展示ホー

ルに展示され、来館者は足を止め、熱心に鑑賞していました。

　今年も３月２９日、３０日にグロー

カルネットワークおごおり（サポネッ

トおごおり、こぐま福祉会、市社会福祉

協議会及び福祉課の４者によるネット

ワーク）主催で障害児のためのスプリ

ングスクールを開催しました。
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子どもや高齢者を悲惨な交通事故から守るためには、家庭や地域ぐるみでの心がけが大事です。

　４月７日と８日の２日間、森山酒造（大保）で、恒例の「酒蔵開放」が行

われ、地元だけでなく遠方からも多くの人が訪れ、新酒の試飲を楽しみまし

た。

　森山酒造では、この行事に合わせ、車での来場者に名札（写真）を配り、

「運転者にはお酒を飲ませない・勧めない」ハンドルキーパー運動を実施し

ました。代表の森山彰高さんは、「お酒をふるまう側としても、飲酒運転の

撲滅に取り組まなければと思い、昨年もお客様には貼り紙などでお願いをし

ましたが、この運動をきっかけに一人でも多くの人がルールを守ってお酒を

楽しんでいただくようになるといいですね」と話していました。

交通安全県民運動 交通安全県民運動 交通安全県民運動 
の の の 春 春 春 ５月１１日（金）　  ５月２０日（日）

子 ど も と 高 齢 者 の

交通安全を防止しよ
う！

子 ど も と 高 齢 者 の

交通安全を防止しよ
う！

飲酒運転を撲滅しよう

お花見・歓送迎会が一段落する頃ですが、飲酒運

転の撲滅には平素の心がけが大事です。「飲んだ

ら乗らない、乗るなら飲まない、乗る人には飲ま

せない」の“３ない運動”を徹底しましょう。

自転車の安全利用を推進しよう

春は通勤や通学などで、新たに自転車に乗る人が

増える時期です。交通ルールの遵守、夕暮れ時の

早めのライト点灯など、自分の身を守るだけでな

く、歩行者に優しい運転を心がけましょう。

シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用を徹底しよう

後部座席でもシートベルト・チャイルドシートを

必ず着用しましょう。特にチャイルドシートは、

正しい方法で取り付けるよう注意が必要です。

高齢者の交通事故を防止しよう

高齢者が被害者・加害者になる交通事故が、全国的

に増加しています。一般の運転者は高齢者に対す

る思いやりの気持ちを忘れずに、高齢運転者は常

にゆとりある運転をそれぞれ心がけましょう。

重点
項目
重点
項目

ハンドルキーパー運動 i n酒造開放
ハンドルキーパー運動とは･･･飲酒運転の撲滅のた

めの取り組みの１つで、車で出かけてお酒を飲む際

に、仲間同士や飲食店の協力を得て飲まない人を決

め、その人が運転者（ハンドルキーパー）になって

他の人を安全に家まで送るという運動です。小郡三

井地区交通安全協会では、この運動を実施する団体

に、ハンドルキーパーが一目でわかる名札を貸し出

しています。
▲運動に協力いただいたご家族

交通事故をなくす小郡市市民運動本部（総務課防災・庶務係　内線244）



軽 自 動 車 税

西日本シティ銀行市役所内派出所の

窓口開設時間

○開設時間　午前9時〜午後4時45分

平成１９年４月１日現在
（　）は前日比

人　口　　58,500人
（− 2 5人）

　男　　　27,851人
（− 5 2人）

　女　　　30,649人
（＋ 2 7人）

世帯数　20,684世帯
（＋ 3世帯）

大川の旬「幻の魚エツ」　　　 <大川市>

　大川の旬の味覚「エツ」の季節になりました。大

河筑後川に遊覧船を浮かべ、エツ漁を眺めながら

のエツ料理は格別です。

　期間　５月1日（火）〜７月20日（金）

　場所　筑後川下流域

　問い合わせ先　大川市観光協会事務局

　☎0944−87−2101内線234

蔵しっく通り名物「お宝の市」　<うきは市>

　古美術品店が並ぶ“蔵しっく通り”と呼ばれる一

帯に、九州一円から約60軒の骨董屋さんも集まり「お

宝の市」を開催します。

　期日　５月12日（土）〜13日（日）

　会場　うきは市吉井町札の辻付近

　問い合わせ先　観光協会吉井支局

　☎0943−76−3980

うきは麺祭り　　　　　　 <うきは市>

　新緑の若宮の森で食べ放題のそうめん流し（無

料）が行われます。浮羽地方自慢の麺をご賞味く

ださい。

　日時　５月13日（日）／午前10時〜午後３時

　会場　うきは市吉井町若宮八幡宮境内

　問い合わせ先　観光協会吉井支局

　☎0943−76−3980

愛鳥週間・鳥の日行事　　　　 <鳥栖市>

　鳥栖市の名前の由来「鳥の郷」にちなみ、愛鳥週

間（5月10日〜16日）中の日曜日を「鳥の日」と制定

しています。早朝にバードウォッチングと工作教

室（鳥の巣箱つくり）を行います。

　日時　５月13日（日）／午前７時〜

　場所　とりごえ荘、河内ダム一帯

　定員　４０人（工作教室のみ）

　※バードウォッチングのみの参加も可能

　参加料　無料

　申込　５月７日（月）より電話受付

　申込・問い合わせ先　鳥栖市農林課

　☎85−3563

環境フェア２００７　　　 <久留米市>

　フリーマーケットやワケルンジャーショーなど、

楽しみながら環境について考えるイベントです。

　日時　６月３日（日）／午前10時〜午後４時

　会場　久留米百年公園

　入場料　無料

　問い合わせ先　久留米市環境政策推進課

　☎30−9146

味坂ポピー祭り

　のどかな田園風景に、ゆらめく１００万本のポ

ピーとルピナス。

　味坂地区を活性化させようと「味坂２１の会」が、

会員の農地にポピーの種をまいたのが始まりです。

見頃は、５月上旬から。

　この時期にあわせて地元農産物などを販売する

マーケットが開催されます。

　マーケット開催日時

　５月12日（土）、13日（日）／午前９時〜

　場所　味坂ポピー園（光行）

　問い合わせ先　味坂２１の会

　井手 ☎72−2263

“ちくご遊学”久留米広域圏の情報をホームペー

ジでご覧いただけます。

アドレス  http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/

iモード  http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/i

今月は

の納付月です。

納付には便利な口座振替を！

収納課 (内線132〜133 )

ひとのうごき編

集

後

記

 

　
気
持
ち
の
い
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。福

童
の
将
軍
藤
に
光
行
の
ポ
ピ
ー
、城
山
公
園
の
つ

つ
じ
と
小
郡
で
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ま
も
な
く
歩
く
だ
ろ
う
娘
を
連
れ
て
の
お
出
か

け
に
心
を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。▼
花
を
愛
で
る
こ

と
も
楽
し
み
で
す
が
、祭
り
の
出
店
め
ぐ
り
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
。新
鮮
な
野
菜
に
美
味
し
い
料
理
、

そ
し
て
お
酒
等
々
。▼
し
か
し
、飲
酒
運
転
は
絶

対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。５
月
に
は「
春
の
交
通
安

全
県
民
運
動
」（
22
ペ
ー
ジ
）も
行
わ
れ
ま
す
。▼

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」を
心
に
、お
茶
を
入
れ
た

水
筒
を
手
に
、そ
し
て
娘
を
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

に
乗
せ
て
、花
め
ぐ
り
の
ド
ラ
イ
ブ
に
で
か
け
よ

う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｆ
） 

▲
▲
▲ ▲
▲

▲
▲

▲
▲
▲

▲
▲
▲

▲
▲
▲

▲
▲
▲

▲
▲
▲
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ギフトシーンをプロデュースする

株式会社

〒838-0106 小郡市三沢3883番地

ショールーム・福岡市南区井尻六ッ角

☎ (0942) 75-6363 (代表)

FAX (092) 574-1984

E-mail:chic-gift@mbf.nifty.com

小郡営業所
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